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(57)【要約】
【課題】アレイ基板側と対向基板側との組み立て時に位
置ずれが生じても混色を抑制でき、かつ、開口率の低下
を防止できる液晶パネルを提供する。
【解決手段】画素電極35のそれぞれにいずれかが対応す
るカラーフィルタ層42の複数色の着色部42r，42g，42b
の間に信号線32に対向して無色層43を形成する。アレイ
基板15側と対向基板16側との組み立て時に位置ずれが発
生した場合でも異なる色に対応する着色部42r，42g，42
bが同一の画素電極35に重なりにくく、信号線32を必要
以上に太くすることなく混色を抑制できる。互いに異な
る色に対応する着色部42r，42g，42b間に光漏れ防止用
の遮光層を形成する必要がなく、開口率の低下を防止で
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレイ基板と、このアレイ基板と対向配置された対向基板と、これらアレイ基板と対向
基板との間に介在された光変調層とを具備した表示素子であって、
　前記アレイ基板は、
　可視光領域で透光性を有するアレイ基板本体と、
　このアレイ基板本体上に互いに交差状に配置され可視光領域で非透光性の複数の配線と
、
　これら配線の交差位置に対応して配置され、これら配線から供給された信号によりそれ
ぞれ駆動されるスイッチング素子と、
　互いに隣接する前記配線間にそれぞれ位置し、前記スイッチング素子のそれぞれにより
駆動される画素電極とを備え、
　前記対向基板は、
　可視光領域で透光性を有する対向基板本体と、
　この対向基板本体上に形成された対向電極と、
　前記対向基板本体上に形成され前記画素電極のそれぞれにいずれかが対応する複数色の
着色部を備えたカラーフィルタ層と、
　前記配線に対向する部分にて可視光領域で透光性を有し、前記カラーフィルタ層の互い
に異なる色に対応する前記着色部間に形成された無色層とを備えている
　ことを特徴とする表示素子。
【請求項２】
　前記無色層は、平面視で対向する前記配線よりも幅広に形成されている
　ことを特徴とする請求項１記載の表示素子。
【請求項３】
　前記無色層は、前記カラーフィルタ層を覆うオーバコート層により形成されている
　ことを特徴とする請求項１または２記載の表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対向基板側にカラーフィルタ層を備えた表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高密度かつ大容量でありながら、高機能、高精細な表示が得られる液晶表示装置
の実用化が進められている。
【０００３】
　この液晶表示装置には各種方式があるが、中でも隣接画素間のクロストークが小さく、
高コントラストの表示が得られ、かつ、大面積化も容易などの理由から、マトリクス状に
形成した画素電極のそれぞれを、薄膜トランジスタ(ＴＦＴ)をスイッチング素子として駆
動するアレイ基板を備えるアクティブマトリクス型の液晶表示素子が多く用いられている
。
【０００４】
　アクティブマトリクス型の液晶表示素子では、画素間の光漏れを防ぐ目的で遮光層であ
るブラックマトリクス(ＢＭ)が設けられている。このブラックマトリクスは、カラーフィ
ルタ用の着色層とともに、液晶層を介してアレイ基板に対向配置される対向基板側に配置
されるのが一般的である。このため、アレイ基板と対向基板とを貼り合わせて組み立てる
際の位置ずれを考慮して、最小限必要な幅寸法に対してマージンを取った幅寸法で形成す
る必要があるので、光を透過する開口部分の割合、すなわち開口率の低下を引き起こすと
いう問題がある。
【０００５】
　このような問題を解決するため、近年においては、アレイ基板に格子状に配置された走
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査線および信号線などの配線上に有機絶縁膜を形成し、最上層に画素電極を形成して、こ
れら画素電極の端部を配線と重なるようにすることにより、配線をブラックマトリクスと
して用いる、いわゆる配線ＢＭ構造が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００３－２７０６２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の液晶表示装置でも、対向基板側にカラーフィルタ層を形成する場
合、アレイ基板と対向基板との組み立て時の位置ずれによる混色や透過率の変動を考慮す
ると、配線幅を一定以上細くすることができない。そして、最小の信号線幅は、製造設備
など、適用するセルプロセスの実力により決定されるため、高精細化に伴って画素寸法が
小さくなるに従い、配線が占める割合が増加して開口率が低下することで、表面輝度が低
下するという問題点を有している。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、アレイ基板側と対向基板側との組み立
て時に位置ずれが生じても混色を抑制でき、かつ、開口率の低下を防止できる表示素子を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、アレイ基板と、このアレイ基板と対向配置された対向基板と、これらアレイ
基板と対向基板との間に介在された光変調層とを具備した表示素子であって、前記アレイ
基板は、可視光領域で透光性を有するアレイ基板本体と、このアレイ基板本体上に互いに
交差状に配置され可視光領域で非透光性の複数の配線と、これら配線の交差位置に対応し
て配置され、これら配線から供給された信号によりそれぞれ駆動されるスイッチング素子
と、互いに隣接する前記配線間にそれぞれ位置し、前記スイッチング素子のそれぞれによ
り駆動される画素電極とを備え、前記対向基板は、可視光領域で透光性を有する対向基板
本体と、この対向基板本体上に形成された対向電極と、前記対向基板本体上に形成され前
記画素電極のそれぞれにいずれかが対応する複数色の着色部を備えたカラーフィルタ層と
、前記配線に対向する部分にて可視光領域で透光性を有し、前記カラーフィルタ層の互い
に異なる色に対応する前記着色部間に形成された無色層とを備えていることを特徴として
いる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、アレイ基板側と対向基板側との組み立て時に位置ずれが発生した場合
でも異なる色に対応する着色部が同一の画素電極に重なりにくく、配線を必要以上に太く
することなく混色を抑制でき、かつ、例えば互いに異なる色に対応する着色部間に光漏れ
防止用の遮光層を形成する必要がなく、開口率の低下を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の第１の実施の形態の表示素子の構成を図１ないし図４を参照して説明す
る。
【００１１】
　図１および図４において、11は表示装置としての液晶表示装置を示し、この液晶表示装
置11は、表示素子としての液晶表示素子である液晶パネル12と、この液晶パネル12に白色
の面状光を照射する面状光源装置としてのバックライト13とを備えた、いわゆる透過型の
ものである。
【００１２】
　液晶パネル12は、アレイ基板15と対向基板16とを互いに対向配置して図示しないシール
部により貼り合わせ、アレイ基板15と対向基板16との間に光変調層としての液晶層18を介
在させ、かつ、アレイ基板15と対向基板16とのそれぞれの外側に図示しない偏光板をそれ



(4) JP 2010-20099 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

ぞれ貼り付けて形成されている。本実施の形態において、液晶パネル12は、アクティブマ
トリクス型のカラー液晶パネルであり、四角形状の表示領域21と、この表示領域21の外方
に位置する非表示領域である枠状の周辺領域22とが形成されている。
【００１３】
　アレイ基板15は、絶縁性および可視光領域で透光性を有する透明基板であるアレイ基板
本体としてのガラス基板25の液晶層18側の主面上に、図３に示すように、表示領域21に対
応する位置にて複数の配線としての走査線31および複数の配線としての信号線32が格子状
(交差状)に形成されている。また、走査線31と信号線32との交差位置には、それぞれスイ
ッチング素子としての薄膜トランジスタ(ＴＦＴ)33が形成されており、さらに、走査線31
と信号線32とに囲まれた四角形状の各領域には、ＩＴＯなどの可視光領域で透光性を有す
る透明導電部材により形成され副画素34を構成する略四角形状の画素電極35が形成され、
これら画素電極35上には、図示しない配向膜が形成されている。すなわち、画素電極35は
、表示領域21内にてマトリクス状に配置されている。そして、薄膜トランジスタ33のゲー
ト電極が走査線31と接続され、ソース電極が信号線32と接続され、ドレイン電極が画素電
極35と接続されており、走査線駆動回路であるゲートドライバ36からの信号が走査線31を
介してゲート電極に印加されることで薄膜トランジスタ33がスイッチング制御され、信号
線駆動回路であるソースドライバ37から信号線32を介して入力された信号に対応して画素
電極35に電圧を印加して駆動することで、薄膜トランジスタ33が副画素34をそれぞれ独立
して点灯／消灯可能となっている。
【００１４】
　走査線31および信号線32は、透光性を有さない、すなわち非透光性の導電部材により、
通常の成膜工程およびパターニング工程によってそれぞれ形成されており、各走査線31が
各画素電極35の長手方向(垂直(Ｖ)方向)両端の位置に重なって形成され、各信号線32が各
画素電極35の幅方向(水平(Ｈ)方向)両端の位置に重なって形成されている。また、これら
走査線31および信号線32は、可視光領域で透光性を有する有機絶縁膜38を介して画素電極
35と絶縁されている。
【００１５】
　一方、図１に示すように、対向基板16は、絶縁性および可視光領域で透光性を有する透
明基板である対向基板本体としてのガラス基板41の液晶層18側の主面上に、表示領域21に
対応する位置にてカラーフィルタ層42および無色層43が形成されているとともに、これら
カラーフィルタ層42および無色層43を覆って共通電極である対向電極44が形成され、この
対向電極44上には、図示しない配向膜が形成されている。
【００１６】
　カラーフィルタ層42は、図１および図２に示すように、例えば合成樹脂などにより、赤
、緑および青のそれぞれに対応する着色部42r，42g，42bが信号線32方向すなわち垂直(Ｖ
)方向に沿ってストライプ状に形成された縦ストライプタイプのものであり、各着色部42r
，42g，42bがそれぞれ垂直(Ｖ)方向に沿って連続して配置され、走査線31方向すなわち水
平(Ｈ)方向に着色部42r，42g，42bが無色層43を挟みつつ順次繰り返して配置されている
。本実施の形態では、これら白色を構成可能な３原色の着色部42r，42g，42bにより、対
応する画素電極35が３つで１つの画素をなしている。
【００１７】
　無色層43は、可視光領域で透光性を有する合成樹脂などの部材により、カラーフィルタ
層42の各着色部42r，42g，42bと略同厚で形成され、着色部42r，42g，42bのそれぞれの間
に沿って垂直(Ｖ)方向に長手状に形成されている。したがって、これら無色層43は、アレ
イ基板15と対向基板16とをシール部により貼り合わせた状態で、平面視で各信号線32にそ
れぞれ対向する位置に形成されている。すなわち、各無色層43は、平面視で画素電極35の
幅方向両側にそれぞれ重なっている。また、この無色層43の幅寸法は、各着色部42r，42g
，42bよりも小さく、かつ、信号線32よりも大きく形成されている。すなわち、無色層43
は、信号線32に対して、水平(Ｈ)方向両側に余剰寸法すなわちマージンＭをそれぞれ有し
ている。また、無色層43は、信号線32に対向して配置されている。
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【００１８】
　シール部は、例えば光(紫外線)硬化樹脂などにより形成されている。
【００１９】
　液晶層18は、所定の液晶材料により形成され、薄膜トランジスタ33により画素電極35と
対向電極44との間に、ソースドライバ37から信号線32に入力された信号に対応して印加さ
れた電圧に応じて光を変調透過させるものである。
【００２０】
　バックライト13は、図示しないが、光源、および、この光源からの光を面状光に変換す
る導光体(導光板)などを備え、液晶パネル12の背面側であるアレイ基板15側に離間されて
配置された状態で図示しないベゼルなどの内部に収容されている。
【００２１】
　次に、上記第１の実施の形態の作用を説明する。
【００２２】
　液晶パネル12の製造の際には、通常の成膜工程およびパターニング工程などを繰り返し
て製造したアレイ基板15および対向基板16を、シール部によって貼り合わせ、これらアレ
イ基板15と対向基板16との間に液晶材料を注入して液晶層18を形成し、偏光板をアレイ基
板15と対向基板16とにそれぞれ貼り付ける。なお、液晶材料は、アレイ基板15と対向基板
16とを貼り合わせた後にこれら基板15，16間に注入するだけでなく、例えばアレイ基板15
と対向基板16とを貼り合わせる際に滴下しておいてもよい。
【００２３】
　このとき、アレイ基板15と対向基板16とは、理想的には各無色層43の水平(Ｈ)方向中心
位置が各信号線32の中心位置と重なるように貼り合わせるが、製造上、これらの中心位置
は水平(Ｈ)方向に相対的にずれる。このずれは、無色層43と信号線32との幅寸法差によっ
て生じるマージンＭに吸収されるので、１つの副画素34に対応する画素電極35に対して、
互いに色が異なる複数の着色部が平面視で重なることがなく、混色が生じない。なお、ア
レイ基板15と対向基板16とを貼り合わせた際、垂直(Ｖ)方向にもずれが生じるものの、カ
ラーフィルタ層42の各着色部42r，42g，42bが垂直(Ｖ)方向に沿って形成されていること
から、混色が生じることはない。
【００２４】
　そして、完成した液晶パネル12とバックライト13とをベゼルなどの内部に収容し、液晶
パネル12およびバックライト13に対して電源や外部機器などを接続して、液晶表示装置11
を完成する。
【００２５】
　液晶パネル12では、外部機器などから入力された画像信号に対応して、ソースドライバ
37から信号線32に信号が入力される。
【００２６】
　薄膜トランジスタ33は、ゲートドライバ36から走査線31に入力された信号により順次走
査され、ソースドライバ37から信号線32に入力された信号に応じて画素電極35と対向電極
44との間に電圧を印加する。
【００２７】
　この結果、各副画素34において、液晶層18の液晶分子が電極35，44間の電圧に応じて配
向制御され、各副画素34での光の透過量が設定される。
【００２８】
　そして、バックライト13から照射された光は、副画素34，34間では走査線31および信号
線32により遮光されるとともに、これら各副画素34内では、各副画素34で設定された透過
量に応じて透過され、カラーフィルタ層42の着色部42r，42g，42bを透過して出射し、画
像が表示される。
【００２９】
　上述したように、上記第１の実施の形態では、画素電極35のそれぞれにいずれかが対応
するカラーフィルタ層42の着色部42r，42g，42bの間に信号線32に対向して無色層43を形
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成する構成とした。
【００３０】
　このため、アレイ基板15側と対向基板16側との組み立て時に、着色部42r，42g，42bの
隣接方向、すなわち水平(Ｈ)方向に位置ずれが発生した場合でも、着色部42r，42g，42b
間が無色層43であるため、異なる色の着色部が平面視で同一の画素電極35に重なりにくく
、信号線32を必要以上に太くすることなく混色を抑制でき、かつ、例えば着色部42r，42g
，42b間に光漏れ防止用のブラックマトリクス(ＢＭ)などの遮光層を形成する必要がなく
、開口率(透過率)の低下を防止できる。
【００３１】
　また、無色層43は、対向する信号線32よりも幅広に形成されているため、無色層43に水
平(Ｈ)方向のマージンＭが形成され、アレイ基板15と対向基板16との組み立て時に水平(
Ｈ)方向にずれが生じた場合でも、このずれをマージンＭで吸収できるので、信号線32が
着色部42r，42g，42bに平面視で進出しにくく、この進出に伴う開口率(透過率)の変動を
低減できる。
【００３２】
　さらに、上記のように、ブラックマトリクスなどの遮光層を設けることなく開口率の低
下を防止できることにより、例えば高精細化に伴って副画素34の寸法が小さくなった場合
でも、信号線32が幅寸法に占める割合が必要以上に増加せず、表面輝度の低下を防止でき
る。
【００３３】
　そして、着色部42r，42g，42b間に無色層43を形成することにより、各副画素34での色
純度は低下するものの、各着色部42r，42g，42bでの色純度を増加させることで、この色
純度の低下を相殺できる。
【００３４】
　この結果、開口率変動による透過率のばらつきや混色による色純度低下のない、優れた
表示品位を有する液晶パネル12を実現できる。
【００３５】
　次に、第２の実施の形態を図５を参照して説明する。なお、上記第１の実施の形態と同
様の構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００３６】
　この第２の実施の形態は、液晶パネル12が、図５に示すように、半透過型のものである
。
【００３７】
　すなわち、液晶パネル12のアレイ基板15は、各画素電極35に代えて、光を透過する透過
部46pの幅方向両側に光を反射する反射部46rを有する画素電極46がそれぞれ配置されてい
る。
【００３８】
　透過部46pは、例えばＩＴＯなどの可視光領域で透光性を有する透明導電部材により形
成され、各着色部42r，42g，42bの略中央に対応する位置に配置されている。また、この
透過部46pに対応する部分には、有機絶縁膜38が形成されていない。したがって、透過部4
6pは、反射部46rに対して、少なくとも有機絶縁膜38の厚み分、ガラス基板25側に位置し
ている。
【００３９】
　反射部46rは、例えばアルミニウムなどの非透光性(光反射性)を有する導電部材により
形成され、各着色部42r，42g，42bの幅方向の両側から無色層43の幅方向の両側に対応す
る位置に亘って配置され、透過部46pと電気的に接続されている。
【００４０】
　また、対向基板16は、カラーフィルタ層42を覆って平坦化膜であるオーバコート層48が
形成されており、このオーバコート層48の一部が着色部42r，42g，42b間に入り込んで無
色層49を構成している。また、このオーバコート層48上には、対向電極44および図示しな
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【００４１】
　無色層49は、ＴＡＦ穴などとも呼ばれる開口領域であり、画素電極46の各反射部46rの
幅方向の中心位置近傍から外側の位置と対向しており、バックライト13を用いることなく
反射部46rによって入射光を反射させて画像を表示する際に、光がカラーフィルタ層42の
着色部42r，42g，42bを往復２度通過することで色味が所望の色味よりも濃くなる(透過率
が低下する)ことを防止するために形成されている。また、この無色層49は、信号線32に
対向しており、この信号線32よりも幅広に形成されている。
【００４２】
　そして、液晶パネル12の製造の際には、上記第１の実施の形態と同様に、通常の成膜工
程およびパターニング工程などを繰り返して製造したアレイ基板15および対向基板16を、
シール部によって貼り合わせ、これらアレイ基板15と対向基板16との間に液晶材料を介在
させて液晶層18を形成し、偏光板をアレイ基板15と対向基板16とにそれぞれ貼り付ける。
【００４３】
　このとき、アレイ基板15と対向基板16とは、理想的には各無色層49の水平(Ｈ)方向中心
位置が各信号線32の中心位置と重なるように貼り合わせるが、製造上、これらの中心位置
は水平(Ｈ)方向に相対的にずれ、このずれは、無色層49と信号線32との幅寸法差によって
生じるマージンＭに吸収されるので、１つの副画素34に対応する画素電極46に対して、互
いに色が異なる複数の着色部が平面視で重なることがなく、混色が生じない。
【００４４】
　さらに、完成した液晶パネル12とバックライト13とをベゼルなどの内部に収容し、液晶
パネル12およびバックライト13に対して電源や外部機器などを接続して、液晶表示装置11
を完成する。
【００４５】
　バックライト13からの面状光は、上記第１の実施の形態と同様に、各副画素34において
、液晶層18の液晶分子が電極35，44間の電圧に応じて配向制御され、各副画素34での光の
透過量が設定され、副画素34，34間で走査線31および信号線32により遮光されるとともに
、これら各副画素34内で、設定された透過量に応じて透過され、カラーフィルタ層42の着
色部42r，42g，42bを透過して出射する。
【００４６】
　また、表示側からの入射光は、対向基板16および液晶層18を透過して各画素電極46の反
射部46rに入射し、これら反射部46rによって反射され液晶層18を透過してカラーフィルタ
層42の着色部42r，42g，42bあるいは無色層49を透過して出射する。
【００４７】
　したがって、バックライト13からの面状光の光量を、液晶表示装置11の周囲の明るさな
どに応じて制御することで、バックライト13からの面状光による表示と表示側からの入射
光を反射させる表示との混合比が制御され、画像が表示される。
【００４８】
　このように、上記第２の実施の形態によれば、画素電極46のそれぞれにいずれかが対応
するカラーフィルタ層42の着色部42r，42g，42bの間に信号線32に対向して無色層49を形
成するなど、上記第１の実施の形態と同様の構成を有することにより、上記第１の実施の
形態と同様の作用効果を奏することができるだけでなく、カラーフィルタ層42を覆うオー
バコート層48によって無色層49を形成することで、無色層を別途設ける必要がなく、製造
性の低下を防止できる。
【００４９】
　また、液晶パネル12を、画素電極46に透過部46pと反射部46rとを備えた半透過型とする
ことにより、反射部46rによって入射光を反射させて表示する際の各副画素34での色味の
調整のために半透過型の液晶パネル12に必須の構成である開口領域を無色層49として利用
でき、無色層を別途設ける構成と比較して、構成を簡略化できるだけでなく、各副画素34
での色純度が低下することもないので、各着色部42r，42g，42bの色純度の調整も必要な
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【００５０】
　なお、上記各実施の形態において、カラーフィルタ層42は、着色部42r，42g，42bを垂
直(Ｖ)方向に沿ってそれぞれ形成した縦ストライプ状としたが、例えば着色部42r，42g，
42bを水平(Ｈ)方向に沿ってそれぞれ形成した横ストライプ状としてもよい。この場合に
は、無色層43を走査線31に対応させて形成することで、上記各実施の形態と同様の作用効
果を奏することができる。
【００５１】
　また、光変調層としては、液晶層18以外のものを用いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の第１の実施の形態の表示素子を備えた表示装置の一部を示す縦断面図で
ある。
【図２】同上表示素子の一部を示す平面図である。
【図３】同上表示素子を示す回路図である。
【図４】同上表示素子を示す平面図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態の表示素子を備えた表示装置の一部を示す縦断面図で
ある。
【符号の説明】
【００５３】
　12　　表示素子としての液晶パネル
　15　　アレイ基板
　16　　対向基板
　18　　光変調層としての液晶層
　25　　アレイ基板本体としてのガラス基板
　31　　配線としての走査線
　32　　配線としての信号線
　33　　スイッチング素子としての薄膜トランジスタ
　35，46　　画素電極
　41　　対向基板本体としてのガラス基板
　42　　カラーフィルタ層
　42b，42g，42r　　着色部
　43，49　　無色層
　44　　対向電極
　48　　オーバコート層
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